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1
1
1
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=
九
月
三
十
日
定
例
町
議
会
を
役
場
会
議
室
で
開
催
一
一

一
一
一
部
議
案
委
員
会
附
託
、
そ
の
他
ほ
全
議
案
共
=

よ
一
に
原
案
通
り
可
決
さ
れ
午
後
五
時
閉
会
し
た
。
二

議
案
審
議
に
先
立
ち
議
会
宛
提
出
さ
れ
て
い
る
陳
情
書
に

つ
い
て
会
議
に
諮
っ
た
が
そ
の
殆
ん
ど
が
町
財
政
に
関
係
す

る
問
題
で
あ
る
の
で
各
委
員
会
で
前
も
っ
て
検
討
後
議
会
に

取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る

陳
情
蓄
は
次
の
還
り
で
あ
る
。

件

名

長
浜
沖
浦
共
同
漁
場
内
築
磯
実
施
に

対
し
て
こ
の
町
費
下
附
に
就
て
の
異

議
申
立
に
つ
い
て

議
菜
園
芸
補
助
申
請
に
つ
い
て

第10号

第
-ーーー--一一品
一一一品占~

尾

り便の

養
蚕
対
策
用
動
力
噴
霧
機
購
入
助
成

金
交
付
申
請
に
つ
い
て

養
蚕
復
興
補
助
申
請
に
つ
い
て

長
浜
中
学
校
運
動
場
拡
張
に
つ
い
て

長
浜
中
学
校
運
動
場
整
地
並
に
拡
張

に
つ
い
て

長
浜
小
学
校
校
舎
増
築
に
つ
い
て

学
校
校
舎
増
築
促
進
に
つ
い
て

学
校
校
舎
改
築
促
進
に
つ
い
て

町

喜
多
郡
P
T
A
連
合
会
長
研
究
大
会

費
補
助
に
つ
い
て

災
害
工
事
促
進
に
つ
い
て

(毎月一回発行)バ

殉
職
警
察
官
並
に
消
防
団
員
遺
族
援

護
に
つ
い
て

一次上
専の程
決還議
処り案
分で並
しあに
たる審
「。議
昭の
和給
三果
十は

昭和30年10月20日

酪

長
関I

理i中
事浦
、漁|陳
監業

空自i情
同組
_b. 
cl 書

櫛
生
競
菜
園
芸
同
志

会

長

渡

辺

仁

之

助

外

八

十

名

白
滝
養
蚕
農
業協
同
組
合
長

長長同
浜浜
中町
学校
校会
P 会
T 長
A 
.4-
Z三

長

長
浜
小
学
校
P
T
A

櫛
生
小
学
校
P
T
A
会
長

白
滝
小
学
校
長

白
滝
小
学
校
P
T
A
会
長

喜
多
郡
P
T
A
連
合
会
長

族愛会愛 青青育
会媛媛島島島
会県県魚沼四
長殉殉外業防十
白職職協団三
石l 消響十同長区
防察組地
団官二合区
員透長委
遺族名員

隆

信

年
度
長
浜
町
下
水
道
特
別
会

計
歳
出
更
正
予
算
」
の
承
認

を
求
め
る
件

しし民 意向
また税関
し納第 で
よ期コ

遅分し、:eJ
れの 五

な納自せ

い期 ii口ム
様が

揃ゃの
てコてコ

てて花

完参 Lー

(ー)

圃h

'l-" 
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県

F

発
問
す
出長

関了
f錘
匪ヨ

長
藩
消
防
圏
新
陣
容
成
る

園
長
一
宮
亀
久
雄
氏

永
ら
く
懸
案
に
な
っ
て
い
た
長
浜
町
消
防
一
一

団
長
は
、
二
十
二
号
台
風
警
報
発
令
中
の
九
一
一

月
三
十
日
に
任
命
さ
れ
十
月
一
日
新
団
長
一
一

各
分
団
の
役
員
を
次
の
通
り
任
じ
た
へ
ニ

加
藤
一
一

戒

忠

男

二

宮

利

行

亀
弁
梶
本

役
員
氏
名

長
浜
町
消
防
団
団
長一
宮
亀
久
雄
一

渡
辺
政
光
一
青
島
分
団

一

月

団

長

亀
岡
照
雄
一
兼
分
団
長

一
割
分
団
長

一
喜
多
灘
分
団

副

団

長

兼
分
団
長

一
副
分
団
長

第
一
部
部
長

第
二
。

第
三
庁

第
四
庁

第
五
庁

本
部
長

副
本
部
長

長
浜
分
団

副

団

長

兼
分
団
長

副
分
団
長

西

村

議

、
浜
上
仙
古
口

綿

弁

敦

島
田
梅
治
郎

山
下
昭
、
治

友
沢
喜
一

うえ
:e-

井平梶洲
上、岡本尾

第
一
部
部
長

第
二
庁

第
三
。

八
昭
和
三
十
年
度
一
般
会
計
歳

入
歳
出
追
加
予
算

本
予
算
は
須
沢
水
路
の
一
災
害

復
旧
費
十
一
万
三
千
円
、
そ
の

他
は
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
に

し
て
今
回
追
加
額
二
、
八
四

二
、
六
九

O
円
累
計
額
九
O
、

六
四
七
、

O
八
O
円

九
一
時
借
入
金
に
関
す
る
件

公
営
住
宅
建
設
、
道
路
改
良

国
民
健
康
保
険
災
害
主
木
特

別
会
計
に
関
す
る
一
時
借
入

の
決
議
、
原
案
可
決

で
職
員
団
体
。
登
録
に
関
す

る
条
例
、
職
員
団
体
の
行
う

交
渉
に
関
す
る
条
例

い
づ
れ
も
長
浜
町
職
員
団
体
に

関
す
る
条
例
で
委
員
会
附
託
と

な
っ
た
。

本
会
議
閉
会
後
協
議
会
開
催

一
、
秋
祭
を
合
併
町
で
統
一
す

る
こ
と
に
つ
い
て
諮
り
種
々

意
見
が
交
換
さ
れ
た
が
、
議
会

の
態
度
と
し
て
は
こ
れ
を
強
制

す
べ
き
も
の
で
は
な
い
が
、
結

論

と

じ

て

原

則

的

に

韓

両

十

月

一

日

か

ら

一

区

間

時

打

P
ム
な
聞

と
が
望
ま
し
い
か
ら
特

B

地
方
事
務
明
麗
止
ら
び
に
町
村
そ
の
他
の
公
共
一

の

事

情

も

あ

り

今

年

か

ら

と

云

一

っ

て

も

む

づ

か

し

い

か

ら

出

来

設

置

さ

礼

だ

一

団

体

の

行

財

政

の

指

導

一

る

地

区

か

ら

統

一

し

て

、

近

き

車

問

茸

薄

所

三

、

喜

多

間

枇

事

ム

所

と

一

一
生
活
保
護
法
、
児
童
福
祉
法
一

将

来

に

は

是

非

統

合

し

た

い

も

地

方

事

ム

所

の

存

廃

問

題

に

一

一

一
及
び
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
一

の

で

あ

る

、

依

っ

て

理

事

者

、

つ

い

て

は

、

今

春

か

ら

種

々

論

一

ず

一

一
定
め
る
援
護
育
成
又
は
厚
生
一

言

富

山

側

か

る

も

町

民

に

よ

び

議

さ

れ

た

が

、

八

月

県

議

会

に

一

の

措

置

降

関

す

る

事

ム

前

ぴ

一

料

開

駅

間

四

将

哨

刊

誌

は

一

日

制

臼

リ

!

日

日

叫

ん

山

一

に

社

会

福

祉

に

関

す

る

事

ム

一

と

な

っ

た

一

の

う

ち

知

事

が

必

要

と

認

め

一

一

、

本

町

防

役

の

選

考

に

つ

い

て

十

宵

一

日

か

ら

財

務

、

福

祉

一

る

事

頃

一

J

で

;

こ

の

間

題

に

つ

い

て

農

林

、

耕

地

の

各

単

独

事

務

所

一

三

、

大

洲

農

林

事

ム

所

一

は
従
来
い
ろ

t、
の

ゆ

き

が

か

が

設

置

さ

れ

た

。

一

農

業

、

休

業

な

ら

び

水

産

業

一

り

も

あ

っ

た

が

、

こ

れ

を

捨

ぺ

喜

多

郡

関

係

の

各

単

独

事

務

所

一

に

関

す

る

事

傍

一

て

知

事

と

西

田

県

議

に

お

ま

カ

十

四

、

八

雄

浜

耕

地

事

ム

所

大

洲

一

せ

す

る

と

と

と

な

り

満

場

じ

れ

一

の

名

称

及

び

事

務

分

掌

は

次

の

一

駐

在

所

L

を
了
承
し
た
0

0

、

一

通

り

で

あ

る

。

一

土

地

改

良

に

関

す

る

事

ム

三
盟
諸
=
=
三
三
宿
恵
三
-
-
三
宮
酉
厨
三
三
三
一
理
圏
三
Z
Z
Z
留
匂
一
ヱ
2
2
王
国
間
Z
』
乞
己
主
圏
直
』
E
主
主
冒
閉
主
主
主
三
園
堕
-
-
2
2
-
2
2
昭
三
三
ヨ
ヨ
国
置
さ
=
=
三
園
函
コ
z
-
=
=
一
周
圏
三
=
=
-
t
a
E
=
-
=
三
=
園
周
三
喜
一
三
-
g
a
z
=
一
-
=
=
圏
冒
三
三
三
-
R
g
2
e
z
=
-
z
e
-
-
e
z
v
z
g
=
困
層

=
2
2
-
主
因
圏
三
一
2
2
2
a
g
=
-
Z
Z
2
3
a
-
Z
Z
2
3
a
z
:
=
=
-
z
a
g
z
z
さ
-
z
g
a
=
=
=
=
一
-
E
z
-
z
a
-
-
z
z
z
E

櫛

生

分

団

川

J

一rJJ
第

四

グ

坂

石

美

明

石

盟

関

甘

い

室

二

つ

も

CAV
一
川
と
し
て
里
親
家
庭
が
必
要
で

τょ
う
と
す
る
里
親
の
方
々
の

翠

凶

賎

号

義

男

一

御

挨

9
L
O耳
審

議

第

一

F
ぜ

て

し

ヴ

ギ

一

創

部

ド

こ

う

し

た

子

供

一

作

け

刊

誌

印

刷

肘

詩

型

団

長

奈

川

登

一

合

併

後

の

新

長

浜

田

消

F
団
一
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
児
豆
ち
で
す
。
で
は
こ
の
子
供
達
は
一
号
自
分
の
家
庭
に
引
取
っ
て
一
立
場
合
養
子
霊
も
す
る
事

第
一
部
部
長
井
上
清
一
四
長
と
し
て
、
不
肖
私
を
管
内
一
福
祉
法
が
公
布
又
昭
和
二
十
六
一
そ
の
大
き
な
カ
を
何
処
か
ら
持
一
養
育
し
て
あ
げ
た
い
と
言
ふ
理
一
が
で
き
ま
す
o

里
親
家
庭
で
豆

第

二

府

宇

都

宮

達

三

f
F団
よ

-A推
薦
が
長
け
、
一
年
五
月
五
日
児
童
憲
章
が
寧
言
一
っ
て
く
る
の
で
せ
う
か
。
そ
れ
一
解
と
混
い
愛
情
を
持
っ
て
い
る
一
子
を
養
育
す
る
た
め
に
は
お
金

第
三
。
木
多
義
徳
一
町
議
会
満
場
の
御
同
意
に
基
き
一
さ
れ
、
す
べ
て
の
子
供
は
爾
親
一
は
も
っ
て
生
れ
た
書
与
を
湿
く
一
方
で
県
知
事
か
ら
適
当
な
人
と
一
も
必
要
で
す
σ

こ
れ
が
た
め
に

出
海
分
団
子
一
九
月
三
十
任
付
を
以
っ
て
、
新
一
と
共
に
国
と
国
民
が
責
任
を
も
一
そ
だ
て
L
く
れ
る
家
庭
か
ら
な
一
し
て
認
定
登
録
さ
れ
た
方
が
皇
一
県
よ
り
里
子
一
人
に
つ
い
て
次

欄
4
謹

畑

山

鶴

三

日

時

四

日

品

川

崎

山

豆

町

十

肘

川

町

山

時

日

以

内

一

部

ド

い

は

は

い

れ

肝

一

親

都

UHFい
暖
い
心
と
一
持
J

腎
向
者
臨
時
誌

割
分
団
長
永
沼
惟
孝
一
学
共
に
不
敏
な
る
者
で
あ
り
ま
一
る
よ
う
い
ろ
(
な
手
段
喜
一
え
切
れ
な
い
程
沢
山
あ
り
ま
す
一
理
解
を
も
っ
て
こ
の
よ
う
な
不
一

o弘
予

し

て

(

量

第
一
部
部
長
門
田
弘
海
一
し
て
、
消
防
事
業
の
大
任
が
全
一
じ
て
お
り
、
中
で
も
家
庭
に
恵
一
が
、
家
庭
環
境
ほ
ど
子
供
達
に
一
幸
な
児
童
を
家
庭
の
窪
田
で
育
一
乳
児
の
場
合

第
二
。
河
地
明
一
ぅ
出
来
る
か
ど
う
か
、
甚
だ
不
一
ま
れ
な
い
子
供
は
、
乳
児
院
、
一
対
し
て
滋
い
影
響
を
与
え
る
も
一
て
よ
う
と
さ
れ
る
方
は
町
役
場
一
(
飲
食
物
差
)
六
四
月
九
銭
+

大

品

販

奥

田

卯

:

一

郎

一

詩

的

問

昭

和

主

目

見

出

関

昨

日

目

一

バ

酬

は

は

川

町

下

日

一

位

崎

町

内

日

告

訴

い

一

昨

開

何

事

他

の

事

業

副
分
団
長
西
山
利
秋
一
目
さ
ま
し
た
事
で
あ
り
、
団
員
一
せ
ん
。
こ
の
中
で
も
里
親
制
度
一
本
を
創
り
上
げ
る
た
め
に
、
是
一
し
て
適
当
で
あ
る
か
ど
う
か
を
一
(
欽
食
物
費
)
五
七
円
六
空

第
一
部
部
長
二
宮
正
直
一
炉
問
、
一
町
一
れ
枕
同
哨
情
的
防
一
一
一
が
最
も
理
想
に
近
い
も
の
で
す
一
非
と
も
子
供
達
を
各
人
の
家
庭
一
調
査
し
て
県
児
童
稽
祉
審
議
会
一
(
日
用
品
等
そ
の
池
の
事
業

第
二
。
奥
島
弘
一
業
の
重
責
完
遂
に
遇
還
し
た
い
一
こ
の
制
度
が
家
庭
に
恵
ま
れ
な
一
で
正
し
い
愛
情
と
知
識
と
技
術
一
の
意
見
を
き
L
適
当
で
あ
る
と
一

0
時
十
ト
詑
…

5
J月
額
二

第
三
庁
池
田
清
光
一
と
覚
悟
を
新
に
し
た
次
第
で
御
一
い
不
遇
な
子
供
達
に
役
立
つ
か
一
を
も
っ
て
そ
だ
て
上
げ
た
い
も
一
認
め
ら
れ
る
方
を
こ
L
で
始
め
一
五

O
円
)

白

滝

分

団

一

座

い

ま

す

。

一

ど

う

か

は

皆

さ

ん

の

制

度

に

対

一

の

で

す

。

し

か

し

こ

の

世

の

中

一

て

里

親

と

し

て

登

録

す

る

わ

け

一

O
教
育
者
と
し
て
へ
月
額
)

一

何

卒

関

係

各

位

並

び

に

町

民

一

一

一

一

ト

学

佼

一

三

三

円

へ

最

高

額

)

副
団
長
泉
三
各
位
の
御
指
導
御
援
助
を
御
願
一
す
る
御
理
解
と
密
室
と
に
か
一
に
は
「
親
の
な
い
子
供
」
や
親
一
で
あ
り
ま
す
。
一
中
学
校
三
八
三
円
「
最
高
額
)

兼
分
団
長

E

ィ
一
ひ
致
し
ま
し
て
御
挨
拶
と
致
し
一
か
つ
て
お
り
ま
す
。
一
は
あ
っ
て
も
そ
の
親
が
自
分
の
一
子
供
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
一

O
宝
視
の
J

現
況
(
巨
民
浜
吋
)

副

分

団

長

西

岡

慢

成

一

ま

す

。

一

一

O
子
供
に
は
家
庭
が
必
要
で
す
一
子
供
の
世
話
を
み
ら
れ
な
い
事
一
は
、
わ
が
子
で
さ
え
も
い
ろ
い
一
主
視
弐
名
住
一
切
備
考

第
一
部
部
長
河
村
登
一
一
昭
和
三
十
年
十
月
一
日
一
よ
り
良
い
明
日
の
社
会
創
干
に
あ
る
家
庭
が
数
限
り
な
く
一
ろ
な
苦
労
が
伴
う
も
の
で
あ
り
語
…
欝
大
持
制
空
誌

第
二
M

宮
田
恒
美
一
一
長
浜
町
消
防
団
長
一
り
上
げ
て
ゆ
く
の
は
、
私
達
大
一
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
一
ま
す
。
ま
し
て
他
人
の
子
供
を
一
小
結
丹
次
郎
。
柴

M

一
名

第
三
。
上
浦
ポ
一
蹴
久
一
一
一
宮
亀
久
雄
一
人
の
ま
わ
り
に
居
る
こ
ど
も
た
一
の
子
供
遣
の
家
庭
に
か
わ
る
も
一
自
分
の
家
庭
に
引
取
っ
て
養
育
一
山
中
富
春
。
柴

J
F

な
し

福
宣幸

俊
雄

義重
清征雄茂

昭和二十九年度町税徴 11文賓績

この程昭和二十九年度分i日町村別の吋税牧入状況が次の通り極りました。

これによると 町内納税義務者の方々の熱意ある御協力があらわれ7ており全国宅均よりもはるかに

上廻っており過年度の滞納整理についても二十八年度九十万円の向上を見せて克ります。三十年度

分につい~ても猶一層の御努力を願って 明るい町政への基盤としていただきたいと布じまナー

長浜 喜多灘 櫛生 出海 大和 白滝 合計

現調定額 11.261.287 1.685.856 2.789.068 1.684.842 4.557.480 4.797.221 26.775.754 
総
年取入済額 工0.284.380. 1.592.468 2.756.678 1.672.467 4.380.048 4.675.683 25.361.724 

度 J 

滞納額 976.907 93.388 32.390 12.375 177.432 121.538 1:414.030 

過 調定額 3.611.763 229.317 224.643 246.075 792.765 821.738 5.926.301 

年牧入済吉野 1.171.589 111.275 140.364 130.010 375.948 465.769 2.394.955 

度
滞納額 2.440.174 118.042 84.279 工16.065 416.♂工7 355.969 3.531.346 

計 合調定額 14.873.050 1.915.173 3.013・711 1.930.9工7 5.350.245 5.618.959 32.702.055 

攻入済額 11.455，969 1.703・743 2.897.042 1.802.477 4.755.996 5.141.452 27.756.679 
計-
滞納額 3.417.081 、211.430 116.669 工28.440 2594.249 477.507 4.945.376 

;徴 現年度 91.3 94.5 98.8 99.3 96.1 97.5 94.7 

~ 1投
過年度 32.4 48.5 62.5 52.8 47.4 56.8 40.4 

{率
合計 77.0 89.0 96.1 93.3 88.9 91.5 84.8 

イ

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
健
康
診
断

区
内
の
住
民
に
対
し
健
康
診
断

を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
に
な
っ
て
居
ま
す
し
、
地
区

の
住
民
は
こ
れ
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
に
な
っ
て
居
り

ま
す
。
健
康
診
断
を
受
け
る
義

務
の
あ
る
の
は
満
六
才
以
上
の

人
の
全
部
で
す
か
ら
、
ど
ん
な

お
年
寄
で
も
受
け
て
頂
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
健
康
診
断
実
施

の
日
は
地
区
委
員
を
通
じ
各
戸
2

に
通
知
が
あ
り
ま
す
か
ら
其
時
一

は
一
家
揃
っ
て
受
診
し
一
て
下
さ

い
。
特
に
患
者
の
あ
る
お
宅
で

は
年
令
に
制
限
無
く
全
員
受
診

し
て
下
さ
い
。

「
国
を
ほ
ろ
ぼ
す
病
気
」
と
ま

で
恐
れ
ら
れ
て
い
る
結
核
は
他

の
病
気
と
違
っ
て
、
病
気
に
か

L

っ
て
も
初
め
の
間
は
全
然
自

覚
的
症
状
が
な
く
て
ど
ん
/
¥

病
気
が
進
行
し
、
少
し
熱
が
出

る
、
食
欲
が
減
っ
た
、
体
の
調

子
が
少
し
お
か
し
い
と
気
の
付

い
た
頃
は
手
遅
れ
に
な
っ
て
居

て
容
易
に
全
快
し
な
い
ば
か
り

で
な
く
知
ら
な
い
問
に
自
分
の

病
気
を
他
人
に
ま
で
感
染
さ
せ

て
居
る
場
合
が
少
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
こ
の
恐
ろ
し
い
病

気
を
早
く
発
見
し
て
早
く
治
療

し
国
民
の
健
康
を
結
核
か
ら
守

る
た
め
に
市
町
村
長
は
毎
年
地

wv
恐

れ

す

ぬ

か

な
結
~
核
A
地

る

な

藤

勝

A

J〆
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一
月
農
作
業

十被
葬
作
A
A

⑮
水
稲
豊
作
跡
の
麦
作
施
肥
什
一

⑨
効
果
の
高
い
窒
素

昭
和
三
十
年
度
産
米
は
過
去
一
る
ま
た
特
に
酸
性
の
強
い
開
墾

の
記
録
を
一
新
し
て
農
林
統
計
一
地
で
は
尚
比
れ
以
上
の
石
灰
量

は
セ
千
六
百
六
十
四
万
爪
千
七
一
を
必
要
と
す
る
。

百
九
十
石
の
牧
穫
予
想
を
報
じ
で
最
近
マ
グ
ネ

ν
ユ
ム
欠
乏
が
増

て
い
る
。
そ
の
内
陣
稲
は
二
百
一
え
て
来
た
の
で
石
灰
肥
料
と
し

十
万
六
千
六
百
九
十
石
水
稲
は
一
て
苦
土
質
肥
料

(
H
h
ロ
マ
イ
ト

七
千
四
百
五
十
四
万
二
千
石
の
一
)
を
用
い
た
方
が
良
い
。
施
じ

過
去
の
記
録
に
な
い
増
取
を
示
一
方
は
多
量
の
場
合
畑
の
全
面
ま

し

て

い

る

。

一

た

は

畦

全

面

に

元

肥

鋤

込

み

し

今
年
の
よ
う
な
水
稲
の
大
豊
作
一
小
量
の
場
合
は
播
溝
へ
施
用
す

の
時
は
地
カ
の
消
耗
が
多
い
の
一
る
。

で
裏
作
麦
は
作
り
に
く
い
と
さ
一
@
三
要
素
の
合
理
化

れ
て
い
る
。
然
し
麦
は
肥
料
で
一
室
素
は
分
施
す
る
こ
と
が
必

作
れ
と
云
は
れ
る
よ
う
に
水
稲
一
要
で
あ
る
。
燐
酸
は
必
ず
巧
肥

に
比
較
す
る
と
地
力
の
依
存
度
「
に
施
し
止
む
を
得
な
い
場
合
は

は
低
〈
肥
料
に
よ
る
増
取
の
可
一
日
十
日
に
追
肥
す
る
。
酸
性
土
壌

能
性
が
大
き
い
か
ら
施
肥
法
に
一
に
は
溶
性
燐
肥
を
施
す
も
良
い

注
意
す
れ
ば
そ
の
影
響
も
問
題
一
加
里
は
元
肥
に
必
要
で
あ
り
後

に
な
ら
な
い
と
試
験
場
で
は
見
一
期
に
も
必
要
と
す
る
か
ら
四
割

て

い

る

。

-

位

は

追

肥

に

澗

一

千

J

方
が
良
い
。

麦
作
は
窒
素
を
施
さ
な
い
時
一
尚
肥
料
設
計
は
前
月
号
を
参
照

政
量
は
半
減
し
燐
酸
を
施
さ
な
一
の
上
右
事
項
を
注
意
し
て
作
業

い
時
七
割
に
、
又
加
里
を
施
さ
一
に
当
っ
て
下
さ
い
。

な
い
時
は
七
割
八
歩
に
政
量
は
一

O
疏

菜

落
ち
水
稲
に
比
べ
肥
料
の
効
果
一
玉
葱
の
定
植

は
高
い
の
で
あ
る
が
特
に
窒
素
一
定
植
の
時
期
は
苗
の
大
き
さ

の
効
果
は
最
も
一
角
い
。
水
稲
で
一
栽
培
の
気
象
条
件
に
よ
っ
て
異

は
窒
素
を
多
量
に
用
い
て
も
無
一
り
山
間
高
冷
地
は
稿
々
早
自
に

窒
素
の
収
量
に
対
し
二
信
半
位
一
定
植
し
厳
寒
期
に
入
る
前
に
充

し
か
な
ら
な
い
が
麦
作
で
は
反
一
分
根
群
の
発
育
を
図
っ
て
お
か

当
窒
素
一
貫
五
百
で
二
倍
三
貫
一
ね
ば
な
ら
な
い
。
又
苗
の
過
小

で
二
、
五
倍
の
取
量
を
あ
げ
ら
一
な
る
も
の
は
活
着
不
良
で
欣
損

れ

る

。

一

を

生

じ

易

い

。

。

堆

厩

肥

の

増

施

一

定

植

期

十

一

月

下

句

1
十

地
力
強
持
増
進
に
最
も
効
果
一
二
月
上
匂
が
適
当
で
あ
る
。

の
あ
る
惜
世
間
品
、
厩
肥
は
水
稲
よ
一
極
裁
密
度

ー
一
り
も
麦
作
に
施
す
方
が
合
理
的
一
玉
葱
は
根
糸
及
葉
却
共
開
張

行

-

で

あ

る

。

一

位

が

少

な

い

た

め

響

摘

に

堪

え

時
一
水
稲
豊
作
年
に
は
土
壌
か
ら
奪
一
る
。
反
当
一
万
五
千
本
!
三
万

↓
一
わ
れ
た
三
要
素
以
外
の
成
分
補
一
本
程
度
と
す
る
。
畦
巾
四
尺
に

月
一
絵
の
意
味
か
ら
も
堆
厩
肥
の
施
一
三
条
又
は
四
条
と
し
株
聞
を
五

毎
一
用
は
重
要
で
あ
る
腐
熟
し
た
も
一
寸
と
す
る
。
但
し
小
首
の
場
合

(
一
の
を
元
肥
と
し
て
す
き
込
む
の
一
に
は
株
間
を
四
寸
程
度
と
す
る

日

一

が

合

理

的

で

あ

る

。

一

積

付

方

法

却
一

O
石

灰

の

施

用

一

首

は

丁

寧

に

堀

取

り

首

の

長

月
一
変
類
は
酸
性
を
き
ら
う
作
物
一
大
だ
る
も
の
は
奨
先
三
分
一
位

羽
一
で
あ
る
が
特
に
裸
麦
、
小
麦
は
一
努
除
し
定
植
す
れ
ば
作
業
能
率

時
一
そ
の
傾
向
が
多
分
に
あ
る
か
ら
一
が
上
り
又
植
傷
に
よ
っ
て
先
端

同
一
石
灰
を
施
し
酸
性
を
中
和
し
な
一
が
枯
死
ず
る
も
の
で
あ
る
か
ら

剛
一
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
予
め
努
除
し
て
置
リ
¥
方
が
生
理

一
畑
の
場
合
普
通
硫
安
十
賞
の
一
的
に
得
策
で
あ
る
E

摘
付
は
根

一
酸
性
を
中
和
す
る
に
は
消
石
灰
一
が
地
土
に
現
れ
な
い
様
に
真
直

一
で
約
十
貫
を
必
要
と
し
又
年
々
一
に
し
首
は
二
川
J

位
の
深
さ
に
植

コ
一
流
亡
す
る
石
灰
量
も
多
い
の
で
一
込
む
。

(
一
普
通
の
畑
で
も
毎
年
反
当
十
貫
一
肥
料

ー
二
十
賞
又
隔
年
二
十
貫
l
一
三
肥
料
と
し
て
は
窒
素
、
加
豆

十
貫
の
石
灰
を
施
す
必
要
が
あ
一
が
最
も
必
要
で
あ
り
加
里
が
欠

第10号りl使の町
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茂
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